
 

 

 

 

 地震による住宅被害を防止するためには、耐震性を確保する必要があります。 

このため、「昭和５６年以前の旧耐震基準で建てられた戸建て木造住宅」を対象に、

耐震診断者を派遣します。 

 今回の耐震診断を契機に、耐震化工事の実施を是非ご検討ください。 

 

１、募集戸数及び対象地域 

   募集戸数  ５０戸程度（抽選）    対象地域  市内全域   

 

２、対象となる住宅 

（１）所有者が自ら居住するまたは居住する予定の専用若しくは併用住宅 

（住宅の用に供する部分の床面積が延べ面積の１／２以上のもの）で 

あること。 

（２）昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅（昭和５６年６月以後に 

増改築された住宅を除く） 

（３）在来軸組工法、伝統的工法、枠組壁工法により建築された３階建て以下

かつ４００㎡未満の木造住宅 

  ※枠組壁工法のうち、ハウスメーカー独自の工法によって建築されている

ものは、診断が実施できない場合があります。 

（４）過去に、福島市による耐震診断等を受けていない住宅 

    

※屋内の調査（検査）が不可能な場合は、診断が実施できません。 

  調査日の日程調整にご協力ください。  

 

３、補助金額 

 面積に関わらず、１５６，０００円を補助します。 

（耐震診断の料金は、おおむね２１万円～３０万円です。） 

※診断結果の説明終了時に、補助金額を除いた残りの費用を派遣された 

耐震診断者に直接お支払いください。 

 

住宅の延床面積・建物平面図の有無 お支払い目安（税込） 

２００㎡未満・図面あり  ５５，０００円 

２００㎡未満・図面なし ７５，０００円 

２００㎡以上・平面図あり １２５，０００円 

２００㎡以上・平面図なし １４５，０００円 

福島市木造住宅耐震 促進事業 

耐震診断希望者募集（令和６年度） 



 

４、申込方法・問い合わせ先等 

（１）募集受付 令和６年３月４日（月）～４月５日（金）まで（抽選） 

  ※予算額に満たない場合は２次募集を行う可能性があります。 

（２）必要書類及び申込方法 

①～⑤の書類をご用意いただき、住宅政策課へご提出ください。 

① 「木造住宅耐震診断者派遣申込書」 

② 案内図 

③ 平面図 

④ 建築時期ならびに床面積がわかるもの（建築確認通知書の写し、又は

謄本の写し、又は固定資産税納税通知書の写し等） 

⑤ 建物全景写真（２面程度） 

⑥ 同意書 

   ※居住する予定の場合は、売買契約書等の写し、すみやかに居住すること

を示した誓約書等を添付する必要があります。 

   ※市ホームページよりオンライン申請も可能です。 

（３）問い合わせ先   

福島市役所６階  住宅政策課住宅政策係 

    ☎（直通）０２４－５２５－３７３４ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木造住宅耐震診断促進事業の流れ

福島市 申請者 派遣する建築士等

耐震診断の申込（３月～）

必要書類

①申込書、②案内図、③平面図、

④建築時期の分かる書類、

⑤建物全景写真（２面程度）、

⑥同意書

※居住する予定の場合は、

①売買契約書等の写し

②すみやかに居住することを

示した誓約書等が必要

診断を担当する建築士から電話連絡

診断決定通知書を送付後、概ね１週間ほどで

診断を担当する建築士から、現地調査日時の

打ち合わせのため、電話連絡をいたします。

報告書の作成（建築士）

※報告書の内容は、第三者がチェックします。

※補助金額を除いた残りの費用

お支払いの目安

200㎡未満・平面図あり 55,000円

200㎡未満・平面図なし 75,000円

200㎡以上・平面図あり 125,000円

200㎡以上・平面図なし 145,000円

耐震診断の受付

申込受付期間

令和6年3月4日から4月5日（抽選）

受理・審査

診断決定通知書

(５月中旬頃)

郵送で届きます。

決定通知書には、市が派遣する建築

士及び大工の氏名・連絡先が記載さ

れています。

現地調査（６月～１月）

〇事前調査【外観調査、間取りの確認】

〇本調査【室内（天井裏、床下）調査】

調査は、計２回（それぞれ２～３時間程度）を予定しており、建築士と大

工の２人で行います。

診断結果の説明（１１月～２月）

結果説明のため、建築士が再度訪問します。

耐震性が低い場合は、補強方法や概算費用等の補強計画についても説明し

ます。結果説明の終了後、補助金額を除いた残りの費用を建築士に直接

お支払いください。



●●●●● 点検商法にご注意！！●●●● 

最近、「点検」を理由に来訪する業者が増えています 

「もう修理できない」「このままでは 

危ない」など、消費者の不安をあおり、 

事実とは違う話をして、工事や商品、 

清掃などのサービスを勧めます。 

断りきれずに、屋根や外壁の修理 

など高額なリフォーム工事や床下換 

気扇を契約してしまったり、「無料」 

と言われたはずが予想外の料金請求 

をされてしまうトラブルも増えてい 

ます。契約はくれぐれも慎重に！ 

 

●まず、相手の用件を確認しましょう！ 

必要なければ玄関を開けないで！● 

かたり商法・・・公的機関を装って 

★「市の方から無料耐震診断に来ました」と 

言って屋根などを勝手に点検し、「このままで 

は地震で家が壊れる」と補強工事を強く勧める 

★ 消防署員と名乗り、「６月から住宅用火災警報 

器の設置が義務付けられた」と購入を勧める 

 

次々販売・・ひとりの消費者に業者が次々と 

★無料点検をきっかけに、床下換気扇や浴室の 

リフォーム工事などの契約を次々に勧める 

 

突然に遠くから
．．．．．．．

来訪し、契約を急がせる
．．．．

業者には注意しましょう！ 

  

その場で契約をしないで、よく考えましょう！ 

 

必要なければきっぱりと
．．．．．

断りましょう！ 

          

 

 

 

 

 

 

 

     困ったときはすぐ相談！ 

 福島市本町２番６号（ウィズ・もとまち２階） 

  相談専用☎５２２－５９９９   

月～金 ９：００～１６：００  祝日・年末年始を除く 

 

 

 

 


